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研究主題 

科学的リテラシーの向上に関する研究 

－日常生活や実社会での課題や疑問の解決に活用できる力を高めるための指導の工夫－ 
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１ 科学的リテラシーを向上させるための指導の視点の明確化 

基礎研究及び調査研究により、科学的リテラシーの向上に関する教員や児童・生徒の意

識の傾向及び取組等の実態を把握した。このことにより課題を踏まえた指導の視点を生か

した授業改善や教育活動を推進することができる。  

２ ｢科学的リテラシーの向上をさせるための指導のポイント(例)｣及び｢指導モデル｣の開発 

上記「指導のポイント(例 )」に基づいた「指導モデル」を開発した。この「モデル」を

参考に、各教科等の授業を構築することにより、日常生活や実社会での課題や疑問の解決

に活用できる力をはじめとする児童･生徒の「科学的リテラシー」を意図的に高めることが

できる。  

研究の成果と活用 
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Ⅰ 研究の背景とねらい 

１ 研究の背景 

今日、21 世紀は新しい知識、情報、技術が政治、経済、文化をはじめ、社会のあらゆる領域

での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」(Knowledge－based 

Society)の時代であると言われている。 

このような新しい時代に必要とされる知識を生涯にわたり獲得し、それを仕事や地域社会、

個人の生活等で活用していく能力・技術を身に付けるという考え方は、国際的にも共有認識さ

れている。経済協力開発機構(OECD)は 1997 年から、多くの専門家、教育関係者などの協力を得

て「知識基盤社会」の次代を担う子供たちに必要な能力を「主要能力」(キーコンピテンシー)

として定義づけ、2006 年に実施された「生徒の学習到達度調査(PISA)」(以下、「PISA 調査 2006」

と表記)など、様々な調査を行っている。我が国の学習指導要領の理念である「生きる力」は、

この「主要能力」を先取りしたものである。 

これらの調査の結果によれば、我が国の生徒の学力は全体として国際的に上位にはあるもの

の、読解力や記述式問題に課題があり、経年での変化では成績中位層が減少し、低位層が増加

していることなどの状況であることが分かってきた。この中で、特に「科学的リテラシー」に

ついては、「科学への興味・関心」や「科学が楽しい」等の項目において、全般的に生徒の意識

が低いなどの課題が改めて明らかになった。 

また、2007 年に実施された国際教育到達度評価学会（IEA）「国際数学・理科教育動向調査」

（TIMSS2007）においても、我が国の児童･生徒の「理科を学習する重要性の意識」や「理科の

勉強に対する自信」の割合が、国際的に低い水準となっている。 

 本研究は、これからの社会を担う人材を育成するためにも、これらの様々な課題を踏まえ、

教育基本法にも示されている「自主及び自律の精神を養う」、「職業及び生活との関連を重視

し、勤労を重んずる態度を養う」を目指し、児童･生徒の「科学的リテラシー」の向上に焦点を

絞って、学校教育の改善を行うものである。 

(1) 国際社会からみた日本の科学教育 

「PISA 調査 2006」の調査結果では、「科学の考えが実生活にかかわっていること」「理科が社

会生活と密接に関係しているか」等の「モデルの使用や応用を重視した理科の授業に関する生

徒の認識」の値が低く、特に、大きな課題であることが明らかとなった。 

また、「科学への興味・関心」や「科学の楽しさを感じている生徒の割合」「観察・実験など

を重視した理科の授業を受けていると認識する生徒の割合」が低く、なおかつ、「環境学習を促

進するために学校が行う様々な活動の程度」も、国際平均より際立って低い結果となっている。 

さらに、18 歳以上の成人を対象とした科学的リテラシーに関する現状を明らかにした。「平

成 15 年度科学技術の振興に関する年次報告」では、小学校・中学校のころに理科が好きだった

人のうちの 71.1％は、大人になってからも科学技術についてニュースや話題に関心を持ってい

るのに対し、小・中学校のころ嫌いだった人の 59.3％は、科学技術に関心がない、または、あ

まり関心がないと回答している。また、科学技術基礎概念の理解に関する問いの平均正答率で

は、54%と EU 諸国の平均を下回る結果となっている。 

すなわち、我が国では科学技術の進歩を担う成人の科学的リテラシーの維持・向上も課題で
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表１ 新学習指導要領における理科の改訂の要点 

  (「教育課程編成・実施・評価・改善のための基準資料(理科)」東京都教育委員会 より) 

あることが分かるが、解決のためには、学校教育において授業を改善し、児童・生徒の科学技

術に関する興味や関心を高めることが将来にわたって最も有効な方策であると考えられる。  

(2) 国の目指すもの 

平成 15 年に実施された文部科学省「教育課程実施状況調査」では、小学生が大切であると考

えている教科の第 1 位は、理科であるが、勉強が好きだと思っている教科としては、低い結果

になっている。 

平成 17 年の「科学技術に関する基本計画について」では、「研究開発投資を戦略的運用の強

化により一層効果的に行うこと、絶え間なく科学の発展を図り、知的・文化的価値を創出する

とともに、研究開発を通じて、社会・国民に還元する努力を強化すること、科学技術政策やそ

の成果を分かりやすく説明するなど説明責任を強化することによって国民の理解と支持を得る

ことを基本とする。これによって、国民の科学技術に対する関心を高め、国民とともに科学技

術を進めていくことが可能となる」とし、科学技術の進歩とともに、科学への国全体の関心を

高めることに重点を置いた計画となっている。 

また、平成 18 年に実施された科学技術振興機構「理数大好きモデル地域事業」では「小学校

教員の中で理科を苦手する者は 61.9%」という調査結果が示されている。 

国立教育政策研究所では、平成 20 年６月に、PISA 調査 2006 で高校１年生に用いられた生徒

質問紙を用いて、科学に対する意識や取り組みの状況について、中学校終了段階の中学 3 年生

を対象にした全国調査を実施した。その結果、中学 3 年生は高等学校 1 年生よりも、多くの質

問項目で良好な意識を示し、必ずしも PISA 調査結果のすべてが「中学校までの理科教育」に起

因するものでないことが明らかになった。 

しかし、質問によっては、中学 3 年生においても、OECD 加盟国の 15 歳段階生徒の平均値と

比べて、良好とは言えない意識を示す内容が数多く見られた。例えば、「科学に関する自信、

自己効力感を高める必要があること」「理科や科学を学ぶ価値や意義を実感させる必要がある 

こと」「科学に関連する職業意識を養う取り組みが必要なこと」「対話しながらの思考や、応

用に関する学習を重視する必要があること」である。 

 

 

 小学校 中学校 

 

 

改

訂

の

要

点 

○ 身近な自然について児童自ら問題を見つ

け出す。 

○ 見通しをもった観察･実験を通して、問題

解決の能力を育てる。 

○ 学習内容を実生活と関連付けて実感を伴

った理解を図る。 

○ 自然環境や生命を尊重する態度を身に付

ける。 

○ 科学的に探求する態度を育む。 

○ 科学的な見方や考え方を養う。 

○ 科学に関する基本概念の一層の定着を図る。

○ 科学的な思考、表現力の育成を図る。 

○ 観察･実験の結果を分析して解釈する。 

○ 導き出した自らの考えを表現する能力の育

成を図る。 

○ 科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学へ

の関心を高める。 

○ 科学的な体験、自然体験の充実を図る。 

○ 科学的な見方や考え方、総合的なものの見方

を育成する。 

平成 20 年 3 月 28 日に告示された学習指導要領(以下、新学習指導要領と表記)では、理科教

育に関する改善点として、「科学的な認識の定着と科学的な見方や考え方」「観察実験、自然

体験の一層の充実」「実社会や実生活との関連性」等が示されている。 

(3) 東京都の目指すもの 
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東京都教育委員会「平成 19 年度児童･生徒の学力向上を図るための調査」では、「科学的な思

考」「観察･実験の技能、表現力」は、中学校 2 年生より小学校 5 年生のほうが高いという結果

が得られた。 

また、「学習に関する意識調査（小学校 5 年生）」では、理科の授業において、「楽しい」「少

し楽しい」と答えた児童が 86.9%であり、国語(79.1%)・算数（79.2%）・社会（72.2%）より高

い数値であり、授業内容が「よく分かる」「分かる」と答えている児童も 87.5%と高い。 

ところが、「学習に関する意識調査（中学校 2 年生）」では、理科の授業が「楽しい」「少し楽

しい」と答えている生徒は 68.7%となっており、授業内容についても「よく分かる」「どちらか

といえば分かる」と答えている生徒は 62.9%と減少している。 

これらの課題を受け、東京都教育ビジョン(第 2 次)(平成 20 年 5 月)では、重点施策 19 に「『確

かな学力』を育成するための授業改善の一層の推進」が掲げられ、その中では、基礎的・基本

的な知識・技能の習得とそれぞれの教科で身に付けた知識･技能を活用する学習活動を重視し、

児童･生徒の「確かな学力」を育成することが述べられている。また、「生涯にわたって科学へ

の興味･関心を持ち続けられるようにしていくことは、学術研究や地球規模の課題の解決を担う

人材の育成において重要であり、特に理数系の学習は、実生活における活用や論理的な思考力

の基盤としても大切であるため、児童･生徒の興味･関心を高めていく」と示された。さらに、

推進計画では、「小学校に理科支援員等の配置をして授業における観察・実験活動を充実すると

ともに小学校教員の資質を向上し、小学校における理科授業を充実する」とされた。 

その他、「小･中学校段階からのものづくり教育」「産業界のニーズにこたえる教育カリキュラ

ムの実施」「複線型ものづくり人材育成ルートの構築」「環境問題・環境面の社会システムの構

築」「社会が継続的に発展していくための人材育成」なども提言されている。  

この東京都教育ビジョンを具現化するために、本研究では、子供たちの「科学的リテラシー」

の向上を目指し、授業改善に視点を当てた研究を行う。 

 

２ 科学的リテラシーのとらえ方 

(1) 科学的リテラシーの定義 

PISA 調査 2006 による「科学的リテラシー」の定義は次のとおりである。 

・疑問を認識し、新しい知識を獲得し、科学的な事象を説明し、科学が関連する諸問題につ

いて証拠に基づいた結論を導き出すための科学的知識とその活用 

・科学の特徴的な諸側面を人間の知識と探求の一形態として理解すること 

・科学とテクノロジーが我々の物質的、知的、文化的環境をいかに作っているかを認識する

こと 

・思慮深い一市民として科学的な考えを持ち、科学が関連する諸問題に、自ら進んで関わる

こと 

文部科学省もこの定義を基に各教育施策を展開している。そのため、本研究では、文部科学

省の施策等との整合性をもたせ、公立学校における授業改善・構築に資することを念頭に、PISA

調査 2006 による「科学的リテラシー」(以下、単に「科学的リテラシー」と表す)の新たな定義
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づけはあえて行わず、上掲の定義をそのまま採用することとした。 

(2) 科学的リテラシーを測定する枠組みの４つの側面 

OECD は、科学的リテラシーを測定する枠組みとして、図１のとおり、「状況・文脈」「科学的

知識」「科学的能力」及び「態度」の 4 つの側面で示している。側面の領域内容は、表 2 に示

した。  

 
 

 

 

 

 

図１ 科学的リテラシーを測定する枠組みの 4 つの側面（国立教育政策研究所より） 

  

 

科学的リテラシー

の評価の枠組み 
科学的リテラシーの領域 

科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
側
面 

状
況･

文
脈 

状

況 

個人的 

社会的 

地球規模的 
(個人的)健康の維持、環境に優しい行為及び科学に基づく

趣味 

(社会的)人口の維持、廃棄物処理及び新素材発明等 

(地球規模的)伝染病の発生、生態系の変化及び気候変動等
適
用 

状
況 

健康､天然資源､環境､災害､科学と

テクノロジーのフロンティア 

科
学
的
能
力 

科学的な疑問を認識する 

比較すべきものは何か、付加する情報としては何が必要

か、どうすれば適切なデータを得られるか等の科学的に調

査できるような疑問を認識すること 

現象を科学的に説明する 
与えられた状況において、科学的に記述し、解釈し、変化

を予測すること等の科学の知識を用いること 

科学的な証拠を用いる 
科学的な証拠を解釈し、推論することや結論を導き、伝達

すること 

科
学
的 

知
識 

科
学
の 

知
識 

物理的システム 

生命システム 

地球と宇宙のシステム 

テクノロジーのシステム 

物理・化学・生物・地学・科学を基礎とする技術(テクノ

ロジー)の体系的な知識に関する理解 

科
学
に 

つ
い
て 

の
知
識 

科学的探究 

科学的説明 

いかにしてデータを得るかやいかにしてデータを使うか

等、身に付けている科学的に考えるためのプロセス 

態
度 

科学への興味･関心 
科学と科学が関連する様々な問題や努力に好奇心を示す

こと 

科学的探究の支持 

証拠を収集し、創造的に考え、合理的に推論し、批判的に

反応し、結論を伝えるうえでの科学的方法の重要性を理解

していること 

資源や環境に対する責任 個人の行動が環境に及ぼす影響を認識すること 

また、その特徴として、①生活場面での状況として知識を適用すること②知識の活用に科学

的能力を適用すること③科学的能力には科学の知識と科学についての知識を必要とすること④

科学的能力は、態度によって左右されること、という４点があげられている。 

これらのことから、本研究では、科学的知識を体系的に身に付け、身の回りにある事象を活

用させ、観察・実験等を含む体験的な活動によって児童・生徒の科学に関する興味・関心を高

状況・文脈 

・科学とテクノロジー
が関係する生活場
面 

科学的能力 

・科学的な疑問を認識する
こと  

・現象を科学的に説明する
こと  

科学的知識 

・自然界に関する知識 
・科学自体に関する知識  

態度 

・興味  
・科学的探求の支持  
・責任感  

表２ 科学的リテラシーの側面とその領域(PISA 調査 2006 より) 
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めていくことが科学的リテラシーを向上させるために必要不可欠であるととらえた。 

 

３ 研究のねらいと概要 

(1) 研究のねらい 

前述の研究の背景や科学的リテラシーの定義等を踏まえ、本研究のねらいを以下のように定

めた。 

 

 

 

 

 

(2) 研究の構想 

現在の児童･生徒の「科学的リテラシー」を向上させる際の課題として、小学校段階から日常

生活や実社会の課題を発見したり、その課題を科学的な知識･能力を活用して解決しようとした

りする力を育成することが重要である。しかし、そのことを意識した授業構築があまりなされ

ていないことや「科学的リテラシー」をはぐくむのは理科を中心とする理数系の教科であるが、

他の教科等においても、「科学的リテラシー」を育成しようとする視点をもって授業構築するこ

とが重要であることを再認識した。  

そこで、児童･生徒が、身の回りにある科学事象に対して興味･関心を高め、科学的な知識を

日常生活に活用する力を育成することで科学的リテラシーが向上するものと考え、研究の副主

題を「日常生活や実社会での課題や疑問の解決に活用できる力を高めるための指導の工夫」と

設定した。また、授業改善の手がかりとして、「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント」

を「課題を見つけ出す」「観察･実験を通して考える」「日常生活の活用と自然環境の保全」「職

業と関連付ける」の４観点に絞って小学校･中学校・高等学校のすべての校種での教科等で示す

こととした。  

研究の構想図は次ページのとおりである。  

 
Ⅱ 研究の方法 

１ 基礎研究 

文献研究より、(1)「科学的リテラシー」の現状と課題について、(2)モデル事業や先進的な

国の取組について、整理･分析し、指導の改善に必要な視点を整理することや有効な手立てを明

らかにする。 

 

２ 調査研究 

都内公立小学校･中学校及び都立高等学校の教員を対象に、科学的リテラシーの向上を図るた

めに、「指導を行なう上で、教員が大切にしている視点」や「授業に取り入れている指導内容や 

指導方法」、「どの教科等を中心に向上を図ればよいと考えているか」等について、理科(生活科

を含む)及び理科以外の教科等担当している教科の違いや校種別で、科学的リテラシーの向上 

 
 
 

児童･生徒の「科学的リテラシー」の向上を図るために、日常生活や実社会での課題や

疑問を解決する力を高める授業改善に活用できる資料の開発を行う。  
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【研究のねらい】 

児童･生徒の「科学的リテラシー」の向上を図るために、日常生活や実社会での課題や疑問を解決する力

を高める授業改善に活用できる資料の開発を行う。 

【 研 究 仮 説 】 

各校種の教科等における「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」を開発し、指導のポイン

ト(例)を踏まえた「指導モデル」を活用した授業を展開することで、児童･生徒の科学的な事象に対する

興味・関心を高め、科学的な知識を日常生活や実社会へ活用できる力や自然事象・環境保全に対する意識

を高めることができる。 

【社会的な課題】 

・知識基盤社会に適応で

きる資質や能力が求め

られている。 
・地球温暖化をはじめ、

様々な環境問題への配

慮や対応が、人類共通

の課題になっている。 
 

【研究の内容と方法】 

 

 

 

 

調査研究 

都内公立小学校・中学校及び都立高等学校の

教員及び児童・生徒を対象に質問紙調査を実

施する。 

・教員の「科学的リテラシー」の向上に関す

る意識や指導上の課題を把握する。 

・児童・生徒の「科学」に関する意識や態度、

学習状況を把握する。

開発研究 

各教科等における指導を行う際の「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)を考案

し、これを踏まえて授業に活用できる「指導モデル」を開発する。  

【 研 究 成 果 】 

・科学的リテラシーを向上させるための指導の視点の明確化 

・「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」及び「指導モデル」の開発 

【児童･生徒の実態】 

・身に付いた知識を日常

生活に活用する力を育

成する必要がある。 

・自然環境の保全に関す

る関心は高いが行動に

結びつかない。 

・理数離れ、科学への興

味・関心が低い。 

【関連施策等】 

・「我が国の高等教育の将来像(答申)」（H17.1 中教審）

・「科学技術に関する基本政策について」答申 

（H17 総合科学技術会議）

・新小・中学校学習指導要領 （H20.3 文部科学省）

・「東京都教育ビジョン（第 2 次）」 

（H20.5 東京都教育委員会）

・「教育振興基本計画」   （H20.7 文部科学省）

 

 

【 研 究 主 題 】 

科学的リテラシーの向上に関する研究 

-日常生活や実社会での課題や疑問の解決に活用できる力を高めるための指導の工夫- 

 

基礎研究 

 

研究文献の分析や先進的な実践等を中心に

基礎研究を行い、科学的リテラシーの向上を

目指すための指導上の課題を明らかにする。

 

図２ 研究の構想図 
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に関して、意識の違いがあるかを明確にする。  

また、教員と児童･生徒の授業に対する意識の違いを明確にするために、児童･生徒を対象に

「授業に取り入れられている指導内容や指導方法」や「科学に関する授業から、児童･生徒の意

識が高まったか」を明らかにする調査を行う。 

 

３ 開発研究 

(1) 「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」の開発 

基礎研究及び調査研究から明確になった課題の解決を目指し、新学習指導要領を基にして、

すべての教科等において、「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」を開発する。 

(2) 「指導モデル」の開発 

「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」を活用し、各教科等における授業を

支援するための「指導モデル」を作成する。 

 

Ⅲ 研究の内容 

１ 基礎研究 

(1) 科学的リテラシーの現状と課題について  

以下の文献の分析を中心に基礎研究を行った。 

○PISA 調査 2006（OECD）  

 多くの国で、義務教育修了段階にあたる 15 歳児を対象に、それまでの学校や様々な生活場

面で学んできたことを、将来、社会生活で直面する様々な課題に活用する力がどの程度身に付

いているかを測定することを目的として実施された調査である。我が国では、調査対象を、高

等学校本科の全日制学科、定時性

学科、中等教育学校後期課程、高

等専門学校の 1 年生とした。調査

結果では、我が国の高校 1 年生に

おいて、「科学分野では、素晴らし

い知識基盤を備えているが、初め

て出合う状況で、知っていること

から類推し、知識を応用する必要

がある場合や、問題と取り組む前

に科学的問題を特定し、組み立て

る能力は高くない」と分析された。

表３のとおり、科学的リテラシー

の３領域の中で、日本の科学的リテラシー全体の得点の平均との比較で、「科学的証拠を用いる

こと」は、全体得点の平均より高い結果であるが、「科学的な疑問を認識すること」、「現象を科

学的に説明すること」については、低い結果となった。特に、日本は、「科学的な疑問を認識す

ること」が課題であると明らかになった。 

また、児童･生徒の質問紙調査では、科学に対する態度について尋ねる項目を設けたが、「大

科学的リテ

ラシー全体 

｢科学的な疑問を

認識すること｣領

域 

｢現象を科学的に

説明すること｣領

域 

｢科学的証拠を用

いること｣領域 

１
フィンラ

ンド １ フィンランド １ フィンランド １ フィンランド

２ 香港 ２
ニュージーラン

ド 
２ 香港 ２ 日本 

３ カナダ ３
オーストラリ

ア 
３ 台湾 ３ 香港 

４ 台湾 ４ オランダ ４ エストニア ４ カナダ 

５
エストニ

ア ５ カナダ ５ カナダ ５ 韓国 

６ 日本 ６ 香港 ６ チェコ ６
ニュージーラン

ド 

７
ニュージ

ーランド 
７

リヒテンシュタ

イン ７ 日本 ７
リヒテンシュタ

イン 

８
オースト

ラリア ８ 日本 ８ スロベニア ８ 台湾 

表３ 科学的リテラシー平均得点の国際比較 (PISA 調査 2006)より
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人になったら科学を様々な面で役立てたい」、「科学は、自分の身の回りのことを理解するのに

役立つものだと思う」等の質問においては、いずれも OECD 平均より低い結果を示している。

自分自身の生活や行動において科学を位置付けることが相対的に弱い傾向が見られる。  

さらに、「科学の知識を得ること」や「将来、科学を必要とする職業に就きたい」等、科学に

おける興味･関心に関する事項や科学に対する動機付けにおいても、OECD 平均より低い結果

が示されている。  

環境問題に関しては、大気汚染、動植物の絶滅、核廃棄物等のどの問題でも、生徒は深刻に

受け止めているのに対し、「野外学習」、「科学や科学技術の諸施設への訪問」、「調査研究等課外

での環境プロジェクト」等の環境学習を促進するために学校が行う様々な活動に関しては、OECD

平均よりはるかに低い結果を示している。 

○「PISA 調査のアンケート項目による中 3 調査集計結果」（国立教育政策研究所） 

 PISA 調査 2006 で用いられた調査を基に、科学に対する意識や取り組みの状況について、中

学校修了段階の中学 3 年生を対象にした全国調査を実施した。この調査結果では、図３のとお

り、中学 3 年生は、「科学の話題について

学んでいるときは楽しい」、「科学について

学ぶことは興味がある」、「高校を卒業した

ら科学を勉強したい」、「生徒は課題につい

ての話し合いをする」、「授業は課題に対す

る生徒の意見を取り入れて行われる」等の

多くの質問項目で高校 1 年生よりも良好な

意識を示し、必ずしも PISA 調査 2006 の結

果のすべてが、中学生までの理科教育に起

因するものではないことが明らかとなった。 

しかし、OECD 平均と比べると、「大人に

なったら科学を様々な場面で役立てたい」、

「生徒には自分の考えを発表する機会が与

えられている」、「私は自分の役に立つと分かっているので、理科を勉強している」等の項目で、

良好とは言えない結果を示す内容も多く見られ、「科学に関する自信、自己効力感を高める必要

がある」、「理科や科学を学ぶ価値や意義を実感させる必要があること」、「科学に関連する職業

意識を養う取り組みが必要である」、「対話しながらの思考や、応用に関する学習を重視する必

要があること」という課題が示唆された。 

○「国際数学・理科教育動向調査の 2007 年調査（TIMSS2007）」（IEA） 

初等中等教育段階における児童･生徒の算数･数学及び理解の教育到達度を国際的な尺度によ

って測定し、児童･生徒の学習環境条件等の諸要因との関係を参加国間における違いを利用して

組織的に研究する目的で調査された。  

理科の内容領域･認知的領域別の調査結果は、「物理」「化学」「生物」「地学」においては、小

学校 4 年生では、他国と比較して高いが、中学校 2 年生では、「地学」のみ比較的低い結果であ

った。認知別領域では、小学校 4 年生及び中学校 2 年生共に「知ること」「応用すること」「推

0 20 40 60 80

5

科学の身近さ･有用さ

2

3

1

%

日本(高1）

日本(中3)

OECD平均

図３ 科学的リテラシーの向上を図るために大切な
視点   (PISA 調査 2006 より ) 

観察実験等の体験

を重視 
  

対 話 型 の授 業 を重

視 
  
理科を学習すること

への自信 
  
科 学 の 身 近 さ ･ 有

用さの理解 
  
科学に関連する職 

業に関する情報 
％  
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論すること」において、いずれも得点は他国と比較して高かった。 

児童･生徒への質問紙調査では、「理科

の勉強の楽しさ」の質問について、小学

校 4 年生は 87％、中学校 2 年生は 59％が

「楽しい」としている。また、図４のと

おり、「理科を勉強すると日常生活に役立

つ」、「将来、自分が望む仕事に就くため

に理科で良い成績をとる必要がある」等

の「理科を学習する重要性の意識」の結

果は国際平均値より大きく下回っている。 

○「科学技術に関する意識調査－2001 年 2～3 月調査」（文部科学省科学技術政策研究所） 

国民の科学技術に対する関心度、理解度、

態度等意識を調査するために実施された調査

である。調査分析の結果として、図５のとお

り、科学技術に対する関心度、自己評価認知

度及び公衆の注目度については、「環境汚染」

以外の科学技術関連項目は、「経済･景気」等

他の諸問題と比較すると一般に低く、各国と

の比較でも低い結果を示している。  

我が国の成人の科学的リテラシーは、理解

度の面において国際的に見て高い水準にある

とはいえず、また興味や関心という面におい

ても低下傾向にある。  

○「平成 20 年度全国学力･学習状況調査」（文部科学省） 

全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域における児童･生徒の

学力･学習状況をきめ細かく把握･分析することにより、教育及び教育施設の成果と課題を検証

し、その改善を図るために行った調査研究である。内容としては、「小学校第 6 学年、特別支

援学校小学部第 6 学年」「中学校第 3 学年、特別支援学校中学部第 3 学年」を対象とし、教科

に関する調査及び生活習慣や学習環境に関する質問紙調査を実施した。  

学力は低下しているとはいえないが、知識･技能の定着に「論理の展開に即して、説明文の記

述の内容を読み取ること」「文字式を事象と関連付けて読み取ること」「グラフの特徴の理解」

等において、一部課題が見られ、知識･技能を活用する力には、「資料を根拠にして自分の考え

を書くこと」「複数の資料から課題解決に必要な情報を整理し、事象を数学的に解釈して説明す

ること」等に課題があると明らかになった。  

○「平成 19 年度児童･生徒の学力向上を図るための調査」(東京都教育委員会） 

児童・生徒一人一人の各教科の学習指導要領に示された目標や内容の実現状況を把握し、そ

れを指導方法の改善に結びつけることにより、「確かな学力」の一層の定着と伸長に生かすこと

を目的とし、実施された。学習に関する意識調査では、小学 4 年生より 5 年生の方が、「理科

0 20 40 60 80 100

日常生活に役に立つ

他教科にも理科が必要

大学に入るため、理科が必要

仕事に就くため理科が必要
IEA平均

中学2年生

図４ 理科を学習する重要性の意識 日本と IEA 平均の

比較   （TIMSS2007 より） 
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    （TIMSS2007 より） 
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の授業は楽しい」が、13.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、「理科の内容が分かる」が、9.3 ﾎﾟｲﾝﾄ低い結果となっている。  

また、表４のとおり、問題解決能力の課題として、  

ア 児童･生徒が自分で調べる・考える活動の充実  

イ 日常生活と関連を図った教材の工夫  

ウ 体験的、問題解決的な学習の工夫  

などが示されている。  

 

 

(2) 先進的な国の取組 

PISA 調査 2006 における科学的リテラシーに関する調査結果は、フィンランド、香港、カナ

ダ等が上位を占めた。特に、カナダは、国全体の共通な枠組みを作り、科学評価を含めた科学

教育の見直しを図った。また、1995 年に、カナダ教育大臣協議会(CMEC)は、カナダ協定「幼稚

園から第 12 学年までの科学の学習成果に関する共通フレームワーク」を採択した。 

このフレームワークは、次ページ表５のとおり、科学教育で身に付けさせる科学的リテラシ

ーを、4 つの基礎力「基礎力 1 科学とテクノロジー、社会、環境」「基礎力 2 スキル(探究、

問題解決、科学的な考えと結果を伝える、協力、意思決定)」「基礎力 3 知識(生命科学、自然

科学、宇宙科学における諸概念についての知識と理解の構築」「基礎力 4 態度(生徒自身、社

会及び環境の相互的な利益を目指し、知識を獲得し応用するための基礎となる態度)」から捉え、

幼稚園から第 12 学年まで科学教育のカリキュラムが、体系化されている。 

 

 

教
科 

課題 

対象 

学年 
小学校 

対象

学年
中学校 

国
語 第

４ 

学

年 

・表現したり、理解したりするために必要な語句

を増すこと 

・話合いの話題の中心をとらえること 
第

１

学

年

・文章の構成や展開を正確にとらえ、要旨をと

らえたり、内容を理解したりすること 

算
数
・
数
学

・加法及び減法の相互関係について、図を用いて

考えること 

・約１ｋｇの重さのものを選択すること 

・円の半径と直径の関係について理解すること 

・棒グラフの項目間の関係をよむこと 

・分数の乗法・除法の計算を具体的な場面に適

用し、演算を決定すること 

・数量の関係を表現した一元一次方程式の意味

を読み取り、適切な数を考えること 

問
題
解
決
能
力 

第

５

学

年 

・複数の情報を比較し、問題解決のために必要な

情報を整理し読み取ること 

・学習した内容と日常生活とを、関連付けて考え

ること 

・文章を書く内容を、絵や図等にモデル化し、筋

道立てて考えること 

・地図上に示された情報を活用して読み取ること

・知識や経験を基に、試行錯誤しながら、問題の

解決方法を考えること 

・根拠をもって結果の予想を考えること 

・情報から事実を読み取り、相手に分かりやすく

適切に表現すること 

第

２

学

年

・学習した内容と日常生活とを、関連付けて考

えること 

・論理的に考えること 

・都道府県の位置とその名称及び地図上の方位

等の理解や、地図の活用をすること 

・情報を分析・検討することや、結果から結論

を考察すること 

・相手や目的に応じて、効果的に筋道を立てて

分かりやすく表現すること 

表４ 「平成 19 年度児童･生徒の学力向上を図るための調査結果」(東京都教育委員会より) 
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基礎力 項目 内容 

基礎力１ 
科学とテクノロジー、社

会、環境 

科学とテクノロジーの性質と関係、それぞれがおかれている社会と

環境の文脈に対する理解 

基礎力２ スキル 探求・問題解決・科学的な考えと結果を伝える・協力・意思決定 

基礎力３ 知識 
生命科学・自然科学・宇宙地球科学における諸概念についての知識

と理解を構築 

基礎力４ 態度 
生徒自身、社会および環境の相互的な利益を目指し、知識を獲得し、

応用するための基礎となる態度 

また、フレームワークの特色として、以下の内容を取り入れている。 

ア 理科の学習内容を日常生活や実社会に活用させる内容 

イ 理科と他教科を関連させる内容 

ウ 個に応じて基礎を補充できる内容や発展的な内容              

(3) 地域事業等での取組 

我が国の取組では、平成18年度、文部科学省「理数大好きモデル地域事業」が開始され、児

童生徒の科学に対する知的好奇心や探究心を育み科学的な見方や考え方を育成するため、モデ

ル地域を定め、各都道府県教育委員会が提案するプランにより、地域の科学館と学校の連携、

教員、科学館職員やボランティア等の協力により、地域の教育資源を総合的・有機的に組み合

わせた理数教育・科学技術理解増進活動の推進を図った。モデル校では、科学館・博物館等の

利用をはじめ、観察・実験等体験を重視した活動事例、ビオトープ作りやミツバチの飼育等自

然や環境に関する事例、「なぜ？」という観点から身近な事象を取り上げていく等の問題解決

型の事例が多く実践されている。  

○体験を重視した活動事例 

科学館や博物館や動物園や植物園等の教育資源を利用して、体験学習の充実を図った事例や

LED 等の科学技術を取り入れた観察・実験を行った事例が実践されている。 

○自然と環境に関する事例 

プールの水を抜く前に、ヤゴを救出し、トンボになるまで飼育する「ヤゴ救出作戦」や自然

の環境を生かしたビオトープを作り、やってくる虫や鳥、小動物の観察を行う「ビオトープ作

り」等が実践されている。 

○問題解決型学習の事例 

理科の基本的な概念や原理、法則の習得を図るとともに科学的な事象に対する関心や探究心

を育み、科学的なものの見方、考え方を育成するために、「なぜ？」という観点から身近な物事

や現象を取り上げ、理科の面白さを発見できるように工夫した事例が実践されている。 

(4) 基礎研究より明らかになった課題 

先行研究文献及び先進国の取組等から、科学的リテラシーの向上に関する我が国の学校教育

における学習指導上の課題をとらえることができた。その結果、理数系教科を中心に、他教科

等においても、図６に示した「科学的リテラシー」の向上を図る様々な視点から授業を構築し、

学校教育全体を通じて向上を図る必要があると考えた。  

 

表５ カナダのフレームワークにおける基礎力について 
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  また、これらの視点について以下のとおり分析した。  

○科学を日常生活や実社会に活用する経験が重要である。  

○科学的リテラシーの領域の中で、「科学的疑問を認識すること」が、最も低い結果であり、

この視点を取り入れて授業を構築する必要がある。  

○「観察・実験などの科学的な体験」や「対話を重視した授業の充実」が、我が国の数値は

国際平均より低く、モデル地域事業や先進的な取組を行っている国では、授業に多く取り入

れられている。  

○自然環境の保全に対する意識はどの校種においても高いが、学校教育におけるさらなる環

境学習の推進は時代の要請である。  

○将来、希望する職業に就くための科学に関連するキャリア意識の醸成が必要である｡ 

○科学に対する自信や自己効力感が極めて低いので、この項目を高めるとともに、科学への

興味･関心も高め、科学を学ぶ価値や意義を実感させ、科学に対する意欲を高める必要がある。 

  

２ 調査研究 

(1) 調査概要 

ア 目的 

教員の「科学的リテラシー」の向上に関する意識や指導上の課題を把握する。また、児童・

生徒の「科学」に関する意識や態度、学習状況を把握する。 

イ 調査対象・方法 

都内公立小学校・中学校及び都立高等学校の中から無作為に抽出し、以下のとおり児童･

生徒及び教員を対象に質問紙調査を実施した。 

・教員の調査（小：5 項目、中高：4 項目）約 400 名 

・児童･生徒の調査（小・中・高：4 項目）約 2600 名 

教員や児童･生徒の意識調査は 4 件法により、また、指導上大切にしたい視点等の調査は選

択式で回答を求めた。 

科 学 的 疑 問 を 認 識

すること  
観察・実験等の科学的

な体験の充実  

対 話 を 重 視 し た 活 動

の充実  
環境学習の促進  科 学 に 関 連 す る キ ャ

リア意識の醸成 

科学への自信や 

自己効力感の高揚  
科 学 へ の 興 味 ･関 心

を高めること  
科 学 を 学 ぶ 意 義 を 実

感させること  

日常生活や実社会に 

活用すること  

図６ 基礎研究で明らかになった、科学的リテラシーの向上に関して必要と考えられる視点
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 (2) 教員の意識調査の結果 

ア 科学的リテラシーの向上を図るために大切に考えている指導の視点 

 教員の意識調査では、「理科」の学習指導を通して、児童・生徒に意識させたいことを「科学

的な疑問や課題を見つけ出すこと」「科学的な事象や根拠を用いて、課題を考察し、説明させる

こと」「様々な観察・実験を取り入れて、検証させること」「自然環境の保全への関心・意欲を

高めさせること」「科学と職業を関連付けて、考えさせること」等基礎研究で明らかになった項

目を中心に調査した。調査結果より、

図７のとおり、「科学的な疑問や課題

を見つけ出す」「科学が役に立つこと

を実感させる」「最先端の科学技術の

知識・情報を取り入れる」「自然環境

保全への意欲・関心を高める」とい

う視点が、特に、科学的リテラシー

の向上を図るために重要であると考

えていることが分かった。  

 

イ 授業に取り入れている指導内

容や指導方法 

 小学校で、教員が理科授業に取り入れている指導内容や指導方法と児童が実際に学習を通し

て感じていることとの比較をしてみた。 

「体験や実験･観察等の活動を行

う」「自然の大切さ・環境を守ること」

「考えたことをノートやシートにま

とめる」等の項目では、教員の意図

する指導内容等と児童の感じている

ことにはおおむね一致が見られた。 

また、「科学と将来の仕事を結びつ

ける」「自分の考えを出しグループで

話し合う」等の項目については、教

員が意識する授業に取り入れている

科学的リテラシーにかかわる内容を

上回って、児童が学習活動を通して

学んでいると感じていることが分かった。  

しかしながら、グループで話し合わせる活動や科学と将来の職業を結びつけることなどは、

教員の意識が高いとは言えず、改善の余地があることも分かった。  

 

 

科学的な疑問や課題を見つけ出す     
根拠を用いて、考察し説明する    
科学に対する自信、自己効力感を高め 

る    
観察・実験を取り入れて、検証させる 
    
科学的事象に興味・関心をもたせる 
     
科学が役に立つことを実感させる 
    
最先端の科学技術の知識・情報を取り 

入れる 
  
日常生活で科学を活用させる 
    
科学と職業を関連付ける 

 

自然環境保全への意欲・関心を高める 

図７ 科学的リテラシーの向上を図るために教員が大切に考

えている指導の視点 
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18%
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25%

16%
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15%
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とてもそう感じる そう感じる ややそう感じる そう感じない

体験や実験･観察等の

活動を行う 
  

科学と将来の仕事を結

びつける 
 

自然の大切さや環境を

守る 
 

自分の考えを出しグル

ープで話し合う 
 

考えたことをノートや

シートにまとめる 

教員      
児童

教員      
児童

教員      
児童

教員      
児童

教員      
児童

図８ 小学校教員が授業に取り入れている科学的リテラシー

にかかわる内容等と授業を通して児童が学んでいると

実感していること 
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図 10 教員が授業に取り入れている科学的リテラシーにかか

わる内容について小学校・中学校・高等学校の比較 
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とても役に立つ 役に立つ

どちらかといえば役に立つ まったく役に立たない

一方、中学校及び高等学校における

理科担当教員と生徒の意識と比較した

結果は図９のとおりである。すべての

項目において、教員の意図する指導内

容と生徒が学んでいると感じている内

容との間に大きな差があることが分か

った。  

また、教員が授業に取り入れている

主な科学的リテラシーにかかわる内容

について小学校・中学校・高等学校の

比較は、図 10 のとおりであった。  

小学校・中学校と比べて、高等学校

では「自然体験・野外調査・観察・実

験を積極的に取り入れる」「自然の大切

さや環境保全に関する理解を図る」「科

学的な考察等をノート等にまとめさせ

る」等の項目について、授業に取り入

れている割合が低いことが分かった。  

 また、「科学館や博物館等を活用す

る」「科学と職業を結び付ける」「デ  

ィベートや対話を重視した活動をさせ

る」等の項目は、小学校･中学校･高等

学校ともに、取り入れている割合が低      

くかった。  

 

ウ 科学的リテラシーの向上を図る授業を行うために役立つ資料等  

次に、教員が科学的リテラシーの向

上を図る授業を行うために、役に立つ

と思われることを調査した。  

図 11 のとおり、「各教科等と科学の

関連を図った指導事例」「科学的疑問や

課題を見つけ出す活動を取り入れた学

習資料」等を中心に、役立つ資料を強

く求めていることが示されている。ま

た、理科以外の教科等と科学の関連を

示した資料が求められていることも明

らかになった。さらに、教材や実験の

準備時間や教員研修も必要であると教
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図 11  科学的リテラシーの向上を図る授業を行うために役

立つと思われること 

図９ 中学校・高等学校の理科担当教員の授業に取り入れて

いる科学的リテラシーにかかわる内容等と授業を通し

て生徒が学んでいると実感していること 
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員が感じていることも明らかになった。  

エ 教員が考える科学的リテラシーの向上を図る教科 

 科学的リテラシーの向上をどの教科で図るべき

であると教員が考えているかを調査した。その結

果、図 12 のとおり、科学的リテラシーは、「生活

科や理科を中心として」「理数教育を中心にして」

向上を図るとした教員が全体の 65％に達してい

ることが分かった。また、「すべての教科等を通し

て向上を図る」とした教員は、全体の約 30％であ

った。  

 科学的リテラシーの向上を図るためには、基礎

研究でも示されたように、学校教育全体で取り組

むべき課題であるが、この調査結果から、生活科

を含む理数教科を中心に考えている教員が多いと

いう実態から、理数教科以外の指導モデルを示す

必要があると考えられる。  

(3）児童・生徒の意識調査の結果 

ア 日ごろから学習していると思う授業内容 

生活科及び理科の授業とそれ以外の授業において、児童・生徒が学習していると感じてい

る授業内容について調査を行った。 

 比較すると、図 13 のとおり、「自然

体験・野外調査・観察・実験を積極的

に取り入れる」「自然の大切さや環境保

全に関する理解を図る」「科学的な考察

等をノート等にまとめさせる」等の項

目で、小学校･中学校・高等学校と進む

につれて、学習していると感じている

児童・生徒の割合が減少する傾向が見

られた。  

同様の傾向は、「資料などから結果を

予想して考えること」「自分の考えを出

し合うことやグループで話し合いをす

ること」など、他の多くの項目でも見

られた。  

 基礎研究でも、小学校･中学校･高等学校と学年が上がるほど、理科への意欲･関心が低くな

るという結果が出ており、今回の調査結果より、授業における「観察･実験等を取り入れる」

「自然環境への関心を高める」「ノート等にまとめさせて考察を深める」等の指導を充実させ

ることが課題である。 

「生活又
は理科」を
中心にし
て向上を
図る,  37%

理数教育
を中心に
して向上
を図る,

28%「総合的な学
習の時間」を
中心にして向
上を図る,  3%

人文教育を
中心にして向
上を図る,  3%

すべての
教科等に
おいて、
向上を図
る,  29%

図 12 科学的リテラシーの向上をどの教科

で図るべきかについての教員の意識 

図 13 日ごろから学習していると思う授業内容 

生活及び理科の授業に関する児童・生徒の意識 
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自然体験・野外調

査・観察・実験を

積極的に取り入れ
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自然の大切さや環

境保全に関する理
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イ 科学に関する児童･生徒の意識 

科学に対する児童・生徒の意識を

調査した結果は、図 14 のとおりで

あった。この調査においても、「科学

の学習が好きである」「科学の学習は、

日常生活を送る上で役に立つ」「科学

の学習は良く理解できている」等、

多くの項目で、小学校・中学校・高

等学校へと進むにつれて、肯定的に

感じる児童・生徒の割合が減少して

いく傾向が見られた。 

また、項目「科学に関する仕事に

つきたい」では、小学校・中学校・ 

  高等学校にかかわりなく同じ傾向が

あり、約４割の児童・生徒が否定的な回答をしていることが分かった。  

(4) 調査研究より明確になった課題 

質問紙調査の分析より、以下のことが明らかになった。 

○ 中学校・高等学校において、理科担当教員が授業に取り入れている科学的リテラシーにか

かわる指導内容と生徒が実際に学習していると感じている内容には大きな差があり、授業

の改善が必要である。 

○ 中学校・高等学校において、理科以外を指導している教員の方が「科学的な疑問や課題を

見つけだす」「科学と日常生活を結びつける」「自然環境保全への意識・関心を高める」こ

とを大切に考えていると回答した割合が多いことから、理科担当教員の意識を高めること

が必要である。 

○ 科学的リテラシーの向上を図る授業を行う上で、教員は各教科と科学との関連を図った指

導内容や方法等に関する資料や事例等を求めていることから、これらの資料や事例の開発

や提供が必要である。また、教材や施設等の支援や教員研修の充実を図る必要もある。 

○ 科学的リテラシーの向上を図る上で教員の意識は、大きく「すべての教科等を通して」「生

活科や理科を中心として」及び「理数教育を中心にして」に分かれる。より多くの教員の

意識を高めることが必要である。 

 

３ 開発研究 

(1)  科学的リテラシーを向上させるための指導の視点 

基礎研究から、科学的リテラシーの向上を図るためには、各教科等と科学的な事象との関連

を図った指導が重要であることが分かった。また、図６で示した「基礎研究で明らかになった、

科学的リテラシーの向上に関して必要と考えられる視点」すべてから指導のポイント (例 )を考

察すると、内容が重複するなどの分かりにくさが生じるため、主として児童・生徒の意欲向上

を図ることをねらいとして以下のとおり科学的リテラシーの向上を図るための視点を絞った。  

図 14 科学に関する児童・生徒の意識 
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○課題を見付け出す 

科学的態度の領域の中で、自ら疑問を持ち、疑問を解決したいという場面の設定により、

科学への興味･関心を高めることが必要である。 

○観察･実験等を通して考える 

科学的な事象に興味・関心をもち､知的好奇心を高める体験として、日々の観察・実験や科

学館・博物館などの活用を積極的に行い、ディベートや討論等の対話を用いる等の指導の工

夫により考えを深めていく。 

○日常生活への活用、自然環境保全 

日常生活と関連する内容を取扱うことによって、科学技術を身近に感じ、物事・事象を科

学的に捉え、説明できる力を育成するとともに、身に付けた科学的な知識を日常生活や実生

活において活用できる力をはぐくむための授業づくりが重要である。 

また、私たちの身の回りには、様々な生産や消費活動に伴った環境問題が起こっている。 

環境教育の視点からも学校内外における自然体験活動を進めることによって、生命や自然を

尊重し､環境の保全に寄与していく態度が求められている。また、近年問題になっている自然

災害に対しても、防災知識を高めることから、科学技術の進歩と環境問題との相互関係を認

識し、責任を持って科学技術を使用する態度等を養うことが求められている。日ごろから科

学への知的好奇心や科学的な見方や考え方が養われるように身近な自然を題材にした指導の

工夫が必要となる。 

○職業と関連付ける 

将来、科学に関連した職に就きたいと考える児童・生徒は、学習への意欲も高い意向があ

る。職業等を関連付けた科学の学習への目的意識を高めていくことも大切である。 

さらに、科学的な概念は、当然のことながら、各教科等の内容にも及んでおり、科学的リ

テラシーを向上させるために、学

校教育全体での横断的な取り組み

が必要である。 

以上から、特に科学的リテラシ

ーの向上に関して必要と考えられ

る視点を焦点化して図 15 のとお

り、４点に絞り込み指導のポイント(例)を考察することとした。  

 

 

(2) 科学的リテラシーを向上させる指導のポ

イント 

現在の児童･生徒の「科学的リテラシー」を向上させる際の課題として、小学校段階から日常

生活や実社会の課題を発見することやその発見した課題を科学的な知識･能力を活用して解決

しようとしたりする力を育成することが重要である。しかし、その点を意識した授業構築があ

まりなされていないことや「科学的リテラシー」をはぐくむため、理数系の教科を中心とする

ことは言うまでもないが、他の教科等においても、「科学的リテラシー」を向上させようとする

図 15 特に科学的リテラシーを向上に

関して 

必要と考えられる４つの視点 

課題を見つけ出す 

観察・実験等を通して 

考える 

日常生活への活用 

自 然 環 境 保 全 

職業と関連付ける 
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視点をもって授業構築することが重要であることを再認識した。  

本研究では､指導の４つの視点を踏まえて、指導の改善の方向性として「各教科等の横断的な

取組の推進」を縦軸とし、表６のとおり、指導の視点を横軸に置いた一覧表（「科学的リテラシ

ーを向上させる指導のポイント(例)」）を作成した(76 ページから 78 ページに掲載)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この指導のポイント(例)には、「課題を見つけ出す」「観察・実験等を通して考える」「日常生

活への活用や自然環境の保全」「職業に関連付ける」の指導の視点を基に、科学的リテラシーを

向上させるための具体的な内容を示した。 

 

(3) 指導モデル 

前述の指導のポイント(例)を踏まえた指導の工夫を、授業の導入・展開・まとめに取り入れ

ることで、児童・生徒が科学的な疑問を自ら見出したり､学んだ知識を日常生活において活用し

たり、自然環境保全について考えを深めたりできるようにした。 

本研究では、各教科等における具体的な改善ができるよう、(2)で示した指導のポイント(例)

を踏まえた「指導モデル」を作成した。 

【指導モデル１】    

 ○ 小学校 第５学年 総合的な学習の時間 

○ 単元名 「見直そう日本の食“米”」(単元 22 時間中 第 4 時間目) 

 ○ 科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

児童にとって身近な食文化である｢米｣から「日本の伝統・文化」に関連し、「米」を中心 

とした食文化について調べることを通して、単なる調べ学習にとどまらず、自然との共存や

職業にも関連付けて理解を図り、ものの見方や考え方を広げることをねらいとした。 

 

科学的リテラシーを向

上させる４つの視点 

各教科等の目標や指導内容と関連

を図った科学的リテラシーを向上

させる指導のポイント(例) 指導のポイント(例 )を踏ま

え、科学的リテラシーを向上

させるため指導モデルを作

成 

表６ 科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)抜粋 
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【指導モデル２】    

 ○中学校 第２学年  国語 

○単元名 「玄関扉」(単元７時間中 第５時間目) 

○科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

 資料の中から、課題を見付け出し、グループ討論させることを通して、多面的･多角的な思

考力を高めるようにする。 

 
科学的リテラシー 

を向上させる視点 
学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

導
入 

 

 

１ 毎日の食事に使われる食

材について考える。 

「米」「小麦」「卵」「野菜」等

◇児童一人一人に、食材について、考えたこと

をワークシートに記入する。 

 

 
 
 

展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 農家の仕事内容の説明を 

聞く。 

・米と日本人の関係 

・稲作と日本の文化との関係 

・米に対する日本人の思い等 

 

３ 稲わらを用いて、縄ない 

をする。 

・米を収穫した後の稲わらの

利用が、日常生活の中に活

用された伝統･文化である

ことに気付く。 

 

 

４ 今日の農業を行う上での 

環境問題を取り上げ、今後、

自然環境保全をどのように 

していくべきかを、自分の 

考えをワークシートにまと 

め、グループで討議する。 

◇稲作に関する資料（データをグラフや表）を

用いて、課題を見つけやすくする。 

               
 

◇ワークシートに話を聞き、感じたことや不思

議に思ったことを記しておくように促す。 

 

 

 

 

 

◇グループ討議の際、他の人の意見を批判しな

い等のルールを決めておく。 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

 ５ グループ発表 

・各グループ 1 分ずつ発表 

・質問や意見を出し合う。 

◇質問や意見は、ワークシートにまとめて、次

回の授業までにその回答と理由を各グルー

プでまとめてくるようにする。 

 
科学的リテラシー 

を向上させる視点 
学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

導
入 
 

 

 

 

１ ディベートのルールや方 

法を確認する。 
◇ルールや方法の要点を板書して示す。 

◇「外開き」派と「内開き」派及び判定員に事

前の授業で分かれておく。 

 
 
 
 
 
 

展
開 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 玄関扉の「外開き」「内開

き」の日常生活の中での、具

体的な事例や出来事等まと 

めたことを発表し、利点を主

張する。 

・ 「外開き」派立論 

・ 「内開き」派立論 

・ 相手への質問や反論 

 

３ 質問や反論への回答準備

をする。  

・ 「外開き」派回答 

・ 「内開き」派回答 

・ 相手への反論 

 

４ 結論発表 

・ 「外開き」派結論 

・ 「内開き」派結論 

◇ディベートの際のルールを決めておく。 

◇資料やデータに基づいて、根拠をはっきりさ

せるようにする。 

 

 

 

 

 

 

◇記録をし、相手の話を聞き、要点を整理して、

記しておくように促す。 

 

 

 

 

 

◇討論を整理し、各派毎に結論をまとめる。 

 

 

「 日 常 生 活 へ

の 活 用 や 自

然環境保全」 

 

「 課 題 を 見 付

け出す」 

自然と日常生活の関連を理解

し、自然への関心を高めるよう

にする。 

データを基に討論をすることを
通して、理解を深めるようにす
る。 

資料等を比較することから、生活

面における課題を見付け出す。 

「観察･実験等

を 通 し て 考

える」 

 

「課題を 

見付け出す」 新聞やインターネットで調べた

情報を加えて、根拠に基づいて自

らの考えをまとめさせる。  

「観察･実験等

を 通 し て 考

える」 

観察や実験を通して得た結果を、

分かりやすく文章にまとめたり、

発表したりする方法を考えさせ

る。 
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【指導モデル３】 

○中学校 第３学年 数学 

○単元名 「一次関数」(単元 8 時間中 第 1･2 時間目) 

○科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

 数学的活動の中で、科学と関連する内容を取り上げた。特に、日常生活への活用を踏まえ、

「線香の燃焼時間と燃え残っている線香の長さ」が一次関数となっていることに着目させ、 

 観察･実験を通して、線香が燃え尽きるまでの時間を予想させるようにする。 

 

 
科学的リテラシー 

を向上させる視点 
学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

 
展
開 
 

 ５ 判定 ◇判定員にはどちらの主張が、納得できるか

を判定させる。 

 
ま
と
め 

 ６ ディベートを実際行ってみ 

て、理解が深まった点とディベ

ートを進めるにあたっての課 

題を記録用紙にまとめる。  

◇各派毎に意見をまとめる。 

 
科学的リテラシー 
を向上させる視点 

学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

導
入 

 
 
 

１ 関数の復習 

・これまで学んだ関数について、

復習を行う。 

◇比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、

その特徴の理解を促す。 

 

 
 
 
 

展
開 
 

 ２ 線香の実験（15 分間） 

・班を編成し、役割を決めて 

「線香の実験」の準備を行う。

「線香の長さと燃焼時間と関

係」を予想する。 

 

・実験の記録 

記録用紙として、方眼紙を使

い、Ｘ軸Ｙ軸と目盛りを書く。

班長は、ろうそくから線香に火

をつけ、１分ごとに線香の減少

する長さをマークする。 

・「線香の実験」を終了し、片付

けを行う。 

 

 

３ 実験結果の整理 

方眼紙に記録したデータから 

線香の燃焼時間と線香の燃え

残りの長さの関係を考察する。

方眼紙のデータから  

ｙ＝ax＋b を導き出す。 

 求めた式から線香が燃え尽き

る時間を求める。 
 

◇実験をよく見せて、線香の燃焼に、数学的

な考え方がどう活用できるか考えさせる。

◇安全面について、充分に注意をする。 

◇計測開始から１分ごとに１５分まで、合図

をし、線香の残りの長さを一斉に、方眼紙

に記録する。 

 

 

 

 

 

 

◇線香の燃焼時間と線香の燃え残りの長さ

が一次関数の関係であることに気づかせ

るための実験プリントを配布する。 
 
 
 
 
 
◇グラフ上の傾きａ、ｙ切片ｂを導くために

必要事項を板書する。 
 
◇実験プリントに、実験のデータや燃え尽き

る時間の予想と実験の感想などを記入さ
せる。 

ま
と
め 

 ４ 日常生活における一次関数

の活用事例 

【例】携帯電話のメール送信料 

各社の送信料の比較 

◇身近な生活に役に立つことを知り、数学へ
の意欲･関心を高める。 

 

資料やデータ等を基に、問題の
把握や予想・仮説をたてる科学
的な見方や考え方を深めるよ
うにさせる。 

ワークシートを活用し、考え
たことを整理することを通し
て、思考を深めさせる。 

 

「 課 題 を 見 付 け

出す」 

 

「 観 察 ･ 実 験 を

通して考える」 
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【指導モデル４】    

○高等学校 第２学年 地理 B  

○単元名 「資源の生産と消費」(単元７時間中 第１時間目) 

○科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

日常生活に関連するエネルギー資源についての題材を設定し、エネルギー利用と環境問題

のかかわりについて、自分なりの考えをもたせ、生徒の環境保全への関心・意欲を高める。 

(3) 検証授業 

検証授業は、指導モデルを参考に、小学校、中学校、高等学校で実施した。そこでは、理科

や他教科等で、「科学的リテラシーを向上させるための指導のポイント(例)」を活用し、日常生

活と関連した発問を行うなどして児童･生徒の身の回りにある科学的な事象と意図的に関連付

け、観察・実験の方法等を考えさせることなどに取り組んだ。 

【検証授業１】 

○小学校 第 3 学年 理科  

○単元「磁石のふしぎを調べよう」(単元 7 時間中 第 2 時間目) 

○科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

「引き合う」「退け合う」といった磁石の性質を使ったさまざまな場面について、児童に課題

を見つけ出させ、予想・仮説を立てさせ、観察・実験を行い、科学的な疑問を解決することで、

 
科学的リテラシー 

を向上させる視点 
学習活動 

 
 指導のポイント ◇指導上の留意点 

 

 

 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

１ １次エネルギーと２次エネル 

ギーについて考察する。 

・日常生活を支えているエネルギー

資源の種類を考える。 

・図や資料を使用し、石油の分布の

特徴やその理由、主な生産国と消

費国について考察し、ワークシー

トに記入する。 

 

◇石油・石炭の実物を提示し、天然ガスに

ついては、近年、天然ガス自動車の開発

が注目されていることを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

   

 

 

  

  

２ 分布の特徴やその理由、主な生

産国と消費国について、ワークシ

ートに記入する。 

・エネルギー資源を比較し、 

それぞれの特徴や地球的課題と

の関連性について、自分の意見

をまとめる。 

３ エネルギー資源の不足問題に 

ついて、資料を基にして、考察し、

班ごとに討論し、考えをまとめ 

る。 

・対話、討論を経て、班でまと 

まった考えをワークシートに記

入する。 

◇各資源の分布図を参照させ、生産国が地

域的に偏在していることに気付かせる。

また、分布の特徴については、地形等と

関連して考察するよう発問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇地球の資源に関する参考文献等を紹介

し、より学習を深めたいという生徒の興

味・関心を喚起させる。 

 

ま

と

め 

  

４ 太陽光発電や風力発電にふれ、

また、エコ関連の開発について、

説明をし、理解を深める。 

 

 

 

 

 

◇多様な資源が国際的に流通をして日常生

活を支えていることに触れる。 

 
「課題を 

見付け出す」 

 

資料や統計等から課題を見つけ
られるように促す。 
情報を読み取る方法や視点を紹
介し、思考を深めさせる。 

 

「日常生活 へ

の活用と自 然

環境の保全」 

 

 

環境、資源･エネルギー問題等の

現在社会の諸課題や持続可能な

社会の在り方等について、地域性

や歴史的背景を踏まえて考察さ

せる。  

技術開発を取り上げ、科学に関する職業

への興味･関心を高めるようにする。 

 

「職業と関 連

付ける」 
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科学的な見方や考え方を養う。 

○本時の展開 （単元 9 時間中第 2 時間目） 

○考察 

 身近な丸磁石を授業の導入で使用することで、児童の関心が高まり、特に、磁石がどのよう

な時に引き合うか、もしくは退け合うかを調べる活動では、活発に意見や考えを出し合いなが

ら、進めている児童の様子が見られた。普段から学習意欲が高い集団であり、「理科で習ったこ

とを使って考えようと思いますか？」という質問について、「どちらかというとそう思う」「そ

う思う」という回答が高い割合を示した。 

 ワークシートに記録した実験結果を比較させることで、教員が予想していた以上に、児童の

考えが深まり、「磁石の間に下敷きがあっても、引き合う」という意見や「どのくらいの距離に

近づけると、磁石同士が引き合ったり、退け合うのか」という新しい疑問を見付けだした児童

もいた。 

 

【検証授業２】 

○中学校 第１学年 総合的な学習の時間 

○単元 環境 「身近な動物の行動Ⅰ」 

○科学的リテラシーの向上を目指したねらい 

身近な小動物の観察・実験を通して、行動特性を探究させ、身の回りの自然への興味･関心

から疑問を見付け出し、身近な自然環境保全の意識を高める。また、疑問を解決するために、

観察･実験の方法を考え、結果を考察する活動から、科学的な見方や考え方を高める。 

○本時の展開 （単元 8 時間中第 1・2 時間目） 

 
科学的リテラシー 

を向上させる視点 
学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

    

 
 
 
 
 
 
 

展 
開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日常生活で磁石が使われて

いることについて例を提示す

る。 

①他には、どのようなところで磁

石が使われているか知ってい

ることを出し合う。 

②磁石には引き合う性質と退け

合う性質があることを予想す

る。 

２ 色の付いた棒磁石の極が、ど

んなときに、磁石は引き合う

か、退け合うかを調べる。 

①同じ色の極を近づけたときと、

違う色の極を近づけたときで

それぞれどのような結果にな

るか予想する。 

②同じ色の極を近づけたり、違う

色を近づけたりして、どのよう

な手ごたえがあるか調べる。 

③実験の結果をワークシートに

記録する。 

◇身近な生活場面から、磁石には２つの性

質があることに気付かせる。 

【体験】 

・黒板用の磁石同士は重なってくっついて

いるけれど、反対向きにくっつけようと

したらできなかった。 

 

 

 

 

 

◇引き合うのか、退け合うのかの関係を考

えさせる。 

 

「日常生活への

活用」 

 

「 観 察 ･ 実 験 を

通 し て 考 え

る」  

科学的な事象が日常生活に役に立って

いることを実感させるようにする。 

観察記録や実験データを整理し比較さ

せる等を行うことで、考えを深めさせ

る。 
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○考察 

 理科の授業と関連させ題材に昆虫を扱った。ダンゴムシをじっくり観察することは初めてと

いう生徒も多く戸惑っていた。観察を進めていくことで、ダンゴムシに対しての興味が高まり、

どのような行動特性が観察されたか、今後どのような行動を観察したいか等、新たな疑問を見

つけ出し、仮説を立てて取り組む様子が見られた。また、教師が授業の中で自然環境とダンゴ

ムシの生態について触れることや疑問を投げかけたことによって、生徒の自然環境保全につい

ての意識の高まりも授業後の感想として多く引き出すことができた。 

 

【検証授業の結果】 

全５回の検証授業後に児童・生徒への質問紙調査を行った。その結果、図 16 から図 19 のと

おり、「まったく思わない」「あまり思わない」という回答が減少し、「まあまあ思う」「そう思 
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科学的リテラシー 
を向上させる視点 

学習活動  指導のポイント ◇指導上の留意点 

    

 
 
 
 

展
開 
 

 

 

 

 

 

 

２ ダンゴムシの観察 

①ダンゴムシはどのような生物

か、特徴や生息場所などについ

て自分の考えを整理する。 

②班ごとに配布されたダンゴム

シを観察･スケッチし、体の特

徴を記入する。ダンゴムシの特

徴を発表し合う。 

③ダンゴムシの観察について、行

動パターンを検討し、行動実験

の方法を考案し発表し合う。 

３ ダンゴムシの行動実験１ 

①迷路の製作手順の説明に沿っ

て迷路を工夫して作成し、ダン

ゴムシの行動実験結果を記録

用紙に記録する。 

②班ごとに実験結果をまとめ、板

書して発表する。各班の発表を

もとに、ダンゴムシの行動特性

をまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ダンゴムシの生息環境として、どの様な環

境がよいか考えて話し合わせる。 

 
 
 
 
 
 
◇スタート地点に工夫をするように促す。製

作に時間をかけすぎないよう、進行管理す
る。 

◇実験の改善点や発展的内容についても説
明する。 

 

「自然環境 

保全」 

「 観 察 ･ 実 験 を

通して考える」 

 

地域の自然環境とそこに起こ

っている環境問題を取り上げ

るなど、探求的な学習が深め

られるようにする。 

 

結果を予想し、自ら仮説を立

て、実験・考察を踏まえて課

題解決が図れるようにする。 

人 人 

図 16 学んだ知識・技能を活用して、科

学的な  
疑問や課題を調べてみたいと思

う 

図 17 身の回りにある不思議なことを

学んだ 

ことを使って考えようと思う 
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う」という回答が増加する結果となった。このことから指導のポイント(例)を取り入れた授業

を進めることで、児童・生徒の科学的リテラシーの向上にかかわる意識の伸長を図ることがで

きた。また、指導のポイント(例)を踏まえた「指導モデル」を活用して授業のデザインを行う

ことによって、教員が理科以外の教科等において科学的リテラシーの向上を意識した授業を展

開することができた。 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

(1)科学的リテラシーを向上させるための指導の視点の明確化 

 基礎研究及び調査研究より、科学リテラシーの向上に関する教員や児童・生徒の意識の傾向

及び取組等の実態を把握することで、課題を踏まえた指導の視点を明らかにすることができた。 

(2)「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」及び「指導モデル」の開発 

「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」を作成し、それを踏まえた「指導モ

デル」を開発したことによって、各教科等において科学的リテラシーの向上を意識した授業を

展開することができた。 

２ 研究の課題 

(1) 教育活動全体で科学的リテラシーの向上を図るための手立ての提示 

科学的リテラシーの向上を図るためには教育活動全体で取り組む必要があり、そのためには

「科学的リテラシーを向上させる４つの視点」に基づいた全体計画や各教科等との関連を図っ

た年間指導計画等の作成が必要となる。 

例えば、４つの視点について学年ごとに重点を置いて指導したり、教科等の特質を鑑みた設

定をしたりするなど、学校の実態に応じた事例や配慮事項等を提供する必要がある。 

(2)「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント(例)」及び「指導モデル」の改善 

理科以外の教科等での実践を促進するため「科学的リテラシーを向上させる指導のポイント

(例)」を学年ごとや内容のまとまりごとに整理した例示を増やすなどの改善を要する。 

 また、科学的リテラシーを向上させるための具体的な指導法や教材の改善及び評価等の工夫

についての実践や検証をさらに積み重ね、さらに使いやすい「指導モデル」にする必要がある。 

 

図 18 学んだことを使って学校生活を

よく 

したいと思う 

図 19 自然を守ることは大切だと思う 

人 人 
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